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調
査
の
対
象
者
と

回
収
結
果　
　
　

　
こ
の
調
査
は
、
平
成
23
年

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

郵
送
に
よ
る
配
布
と
回
収
、

一
部
を
調
査
員
の
訪
問
で
実

施
し
ま
し
た
。
調
査
で
は
、

国
が
提
案
す
る
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
の
項
目
を
基

本
と
し
、
市
独
自
の
項
目
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。

（
＊
１
）
介
護
予
防
健
診
の

結
果
、「
近
い
将
来
介
護

が
必
要
に
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
」
と
判
定
さ
れ
た
人

要
介
護（
支
援
）認
定

者
の
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
主
な
原
因　

　
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
主

な
原
因
は
、「
高
齢
に
よ
る

衰
弱
」
が
26
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
で
最
も
多
く
、次
い
で「
骨

折
・
転
倒
」「
認
知
症
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
機
能

（
日
常
生
活
で
必
要
と
な
る

機
能
）
の
低
下
が
原
因
で
、

介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

多
い
と
い
え
ま
す
（
グ
ラ
フ

１
参
照
）。

生
活
機
能
の
レ
ベ
ル

　
グ
ラ
フ
２
は
、
調
査
判
定

結
果
ご
と
に
生
活
機
能
が
ど

の
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
を
表
し

た
も
の
で
す
。一
般
高
齢
者
、

二
次
予
防
事
業
対
象
者
、
要

支
援
認
定
者
、
要
介
護
認
定

者
の
順
に
生
活
機
能
の
レ
ベ

ル
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
一
般
高
齢
者
は
、
自
覚
し

な
い
う
ち
に
「
う
つ
」「
認

知
機
能
」「
認
知
症
予
防
」

の
レ
ベ
ル
の
低
下
が
見
受
け

ら
れ
、
ま
た
、
介
護
予
防
の

た
め
に
は
、
低
下
が
著
し
い

「
運
動
器
」「
認
知
機
能
」「
転

倒
」「
口
腔
（
こ
う
く
う
）」

な
ど
の
生
活
機
能
の
向
上
を
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高
齢
に
よ
る
衰
弱

骨
折
・
転
倒

脳
卒
中

（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
な
ど
）

心
臓
病

関
節
の
病
気

（
リ
ウ
マ
チ
な
ど
）

糖
尿
病

視
覚
・
聴
覚
障
が
い

脊
椎
損
傷

呼
吸
器
の
病
気

（
肺
気
腫
・
肺
炎
な
ど
）

が
ん

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

そ
の
他

無
回
答

（％）

認
知
症

（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
）

複数回答可　（回答件数：1,350人）

【グラフ1】要介護（支援）認定者の介護が必要となった主な原因

虚弱

口腔 栄養

運動器

閉じこもり

転倒

うつ

認知機能

認知症予防
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24.424.4
18.218.2

68.568.5

24.624.6

87.987.9

47.047.0

14.314.3
13.313.3

23.923.9

要介護
（844人）

要支援
（604人）

二次予防事業対象者（＊2）
（1,239人）

一般高齢者
（1,727人）

（　）内は判定件数

【グラフ2】
生活機能のレベル

（単位：％）

（＊2）調査の結果、一般高齢者で「近い将来介護が必要になるおそれがある」と
　　  判断された人を含む

一般高齢者
（2,498人）

二次予防
事業対象者
（479人）

要介護（支援）
認定者

（1,573人）
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13.513.5 37.737.7 13.513.5 22.022.0 3.63.6 9.79.7

10.910.93.13.123.623.613.413.437.437.411.711.7

10.110.1 41.141.1 9.29.2 19.519.5 16.216.23.93.9

■自宅で家族だけで介護してほしい
■自宅で家族の介護のほか、介護保険の在宅サービスなどを利用したい
■自宅で介護保険の在宅サービスだけで生活したい
■施設に入所して介護を受けたい　　■その他　　■無回答

（％）

（　）内は回答件数【グラフ3】今後の介護希望

図
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま

す
。今

後
の
介
護
希
望

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
の
介
護
希
望
は
、
ど
の
回

答
者
で
も
家
族
介
護
と
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

が
ら
自
宅
で
の
生
活
を
希
望

す
る
人
が
最
も
多
く
、
約
60

パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
在
宅
介

護
を
希
望
し
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
３
参
照
）。

　
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
な
く
生
活
支
援
を
含

め
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
課
題
で
す
。

市
が
力
を
入
れ
る

べ
き
施
策　
　
　

　
今
後
の
介
護
希
望
で
、
在

宅
介
護
を
希
望
す
る
人
が
多

い
も
の
の
、「
介
護
保
険
の

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
が

上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
介
護
保
険
の
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
を
希

望
す
る
人
も
多
く
、
介
護
予

防
対
策
や
健
康
づ
く
り
対

策
、
相
談
体
制
の
充
実
を
望

む
声
も
多
く
あ
り
ま
す
（
表

２
参
照
）。

調査対象者

在宅の要介護（支援）
認定者のうち
「要支援１・２」
「要介護１・２」
に該当する人〈全員〉

市が把握している
「二次予防事業
　対象者（＊1）」

〈全員〉

65歳以上の人で
要介護（支援）認定を
受けていない
「一般高齢者」
〈無作為抽出〉

調査対象者数 1,841人 530人 3,099人

有効回収数
（有効回収率）

1,573人
（85.4％）

479人
（90.4％）

2,498人
（80.6％）

表１

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

目
指
し
て
高
齢
者
等
実
態
調
査
の

　

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

実
を

　

市
で
は
現
在
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
、
要
介
護
認
定
者
の
人
数
・

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
な
ど
を
定
め
た
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」（
平
成
24
～
26
年
度
）
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に

基
づ
き
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
介
護
予
防
や

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
な
ど
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
策
定
に
あ
た
り
、
地
域
ご
と
の
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
を
把
握
し
、

施
策
の
改
善
や
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
基
礎
資
料
の
作
成

を
目
的
に
実
施
し
た
「
高
齢
者
等
実
態
調
査
」
の
主
な
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
保
険
課
介
護
保
険
係　

☎
（
36
）
４
８
７
７

　　　市が力を入れるべき施策（複数回答可）

要介護（支援）認定者　（回答件数：1,573人）

１ 介護保険の在宅サービスを充実する 31.5%

２ 介護保険の施設サービスを充実する 28.9%

３ 寝たきりや認知症の高齢者に対する支援策を充実する 23.9%

４ 介護予防対策を充実する 21.7%

５ 道路や建物などを高齢者に配慮して整備する 17.7%

二次予防事業対象者　（回答件数：479人）

１ 介護保険の施設サービスを充実する 28.2%

２ 健康づくり対策を充実する 26.7%

３ 介護保険の在宅サービスを充実する 26.5%

４ 身近な地域で対応できる相談体制を整備する 22.8%

５ 道路や建物などを高齢者に配慮して整備する 22.1%

一般高齢者　（回答件数：2,498人）

１ 介護保険の施設サービスを充実する 25.3%

２ 健康づくり対策を充実する 25.1%

３ 介護保険の在宅サービスを充実する 23.9%

４ 身近な地域で対応できる相談体制を整備する 20.2%

５ 道路や建物などを高齢者に配慮して整備する 17.7%

表２

　
今
回
の
調
査
は
、
記
名
式

で
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
、
一
般
高
齢
者
の
う
ち

「
近
い
将
来
、
介
護
が
必
要

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と

判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
市
か

ら
介
護
予
防
事
業
（
介
護
予

防
教
室
な
ど
）
を
案
内
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
関
連
記
事
20
ペ
ー
ジ
】

　
調
査
結
果
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
意
見

と
し
て
受
け
止
め
、
次
期
計

画
に
反
映
し
、
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
か
ら
介
護
予
防
事
業

を
案
内
し
ま
す


